
わたしたちができること

～助けられる側から助ける側へ～
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2

川の水が

あふれる

町が水びたし

になる

イラスト｜国土交通省都市局都市計画課

水 害
す い が い

といいます

道路に水が

川のように流れる

もし、大雨がずーっと降り続いていたら・・・
ふ



3

早めの避難

が大事!!

ひ なん水 害
す い が い

豊岡市 立野大橋付近
とよおかし たち の おおはし

平成16年（2004年）台風23号

写真｜国土交通省 豊岡河川国道事務所
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みなさんは避難できますか？

ひ な ん
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「自分の命は自分で守る」

自助
共助

「みんなで助け合う」

じ じ ょ

きょう じ ょ
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“自助と共助”
について学習しましょう。

今日は
じ じ ょ きょう じょ
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次のとき、

あなたはどうしますか？

Ｑ

理由も考えましょう
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あなたは日曜日の昼間、家族と一緒にいます。
いっしょ



9

台風が近づいて、大雨が降っています。
ふ



！

時間がかかりそう・・・
10

あなたと家族は避難せず家で

過ごすことにしました

ひ なん

す

すると…



警
戒
レ
ベ
ル
４
！

避
難
勧
告

豊岡市

避難場所の〇△小学校を開設しました
ひなん かいせつ

11

豊岡市に「警戒レベル４ 避難指示」が

発令され、避難場所も開いたため、

あなたと家族は避難することにしました。

とよ おか ひ なん し じ

ひ なん

ひ なん

警
戒
レ
ベ
ル
４
！

避
難
勧
告

豊岡市

！

川が近くにあるけど

大丈夫かな？
だい じょう ぶ

けい かい
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警
戒
レ
ベ
ル
４
！

避
難
勧
告

豊岡市

助けたい
手伝いたい

声をかけたい

小学生のみんなだけでは難しいこともある
むずか

声かけづらいな
一人じゃムりかも
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家族や地域の大人たちと協力すれば
できることもあると思います

ち いき
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災害が起きているとき

「助ける側」になれる

自分たちに
できることを考え
チャレンジしてみる

難しいかもしれない

声かけづらいな
力が足りないかも

むずか

さいがい

災害が起きる前
さいがい
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今日のまとめ

ワークシートに今日の学習で

わかったことや思ったことを書きましょう
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今日のふりかえり

災害が起こる前に

安全な場所へ避難する

さ い が い

ひ な ん

大
事 な こ と １

「自分の命は自分で守る」

自助
じ じ ょ
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今日のふりかえり

まわりの大人と協力すれば

できることがあるかもしれない

災害の前なら

できることがあるかもしれない

さ い が い

大
事 な こ と ２

共助

「みんなで助け合う」

きょう じょ



普段から

「助ける側」になれること
がないか考えてみましょう

ふ だん

18

災害が起こる前
さ い が い
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学習したことを

復習しておきましょう。
がくしゅう
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お わ り

わたしたちができること

～助けられる側から助ける側へ～



『あなたは日曜日の昼間、家族と一緒にいます。

台風が近づいて、大雨が降っています』

自助と共助について

１．次のときあなたはどうしますか？

＿＿年 ＿＿組 ＿＿番 名前（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

いっしょ

小学校高学年：テーマ② 【ワークシート】

ふ

Ａ：あなたと家族は避難せず家で過ごすことにしました

Ｂ：豊岡市に「警戒レベル4 避難指示」が発令され、避難場所も

開いたため、あなたと家族は避難することにしました

ひ なん す

とよおか ひ なん し じ ひ なん

ひ なん

おとなりの人は避難していないようだ

足腰の悪いお年寄りが雨の中、歩いて避難している
ひ な んあしこし とし よ

ひ な ん

け い か い

じ じ ょ き ょ う じ ょ



問２．今日の学習で、わかったこと・思ったこと

小学校高学年：テーマ② 【ワークシート】

今日の宿題

普段の生活の中で「助ける側」になれること

さ いがい

災害が起こる前
ふ だん



わたしたちができること～助けられる側から助ける側へ～

学習のねらい 大雨による危険を知り、地域にある自然の良いところも知る

Step1：水害時の避難について確認する（復習）
Step2：災害時にはいろいろな状況があることを知る
Step3：助けられる側から助ける側へなれることを知り、何ができるか考える

必要物品・資料  【高学年】説明用パワーポイント②

 【高学年】ワークシート②

 プロジェクター・スクリーン

 レーザーポインター （もしくは差し棒）

学習活動 ppt
発問例と予想される生徒の反応例
発問・指示（●） 予想される反応（・）

指導上の留意点
支援（◆） 評価（☆）

学習の題目 1

導 入

1.水害からの避難の難しさ
を踏まえた上で学習のね
らいを確認

1-① 水害からの避難の難しさ
を知る

2～3

4

● 水害（大雨の災害）について、これまで勉
強してきたなかで、「早めの避難が大事」
と学んできたと思います。

● みんなは「避難」できますか？
・ できる！ ・ 自信ない。

◆ 水害の事象について確認し
ながらすすめる。

◆ 児童（数名程度）を指して、
答えさせる。

1-② 学習のねらいを伝える 5

6

● 避難できる自信がある人も、ない人もいる
と思います。早めの避難をして自分の命
を自分で守ることを「自助」といいます。ま
た、地域の人たちと協力し、助け合いなが
ら災害を乗り越えることを「共助」といいます。

● 今日は、「“自助と共助”について」勉強し
ます。

展 開

2.水害からの
逃げ方について学ぶ

7

● これから、ある状況を出します。それぞれ
の状況で、どうするかを考えてみましょう。
何故そうするかの理由も考えましょう。

2-① 助ける側になることの難
しさを知る

8

～11

● 「日曜日の昼間、家族と一緒にいます。台
風が近づいて、大雨が降っています」

● 近くの人と見せ合ってみよう。
他の人の考えと違うところはあるかな？
理由も比べてみましょう。

● 自分の考えと、友達の考えを比べてみて、
どうだったかな？

・ 同じところもあれば、違うところもあった。
・ いろんな考えの人がいた。

◆個人意見をワークシートに
記入するように促す。

☆ 自分の考えを示すことがで
きる

◆ Ａ.Ｂを順番に考えさせる

◆ 友達とワークシートを見せ合っ
て、それぞれの避難に対する
考えを比べることを促す。

☆ 個人それぞれの状況が
異なることや、避難に対する
考えも異なることに気づける。

◆ 児童（数名程度）を指して、
答えてもらう

自助と共助について知る

計10分

計25分

1分

小
学
校
低
学
年

小
学
校

中
学
年

小
学
校

高
学
年

［参考事例］
学習指導案
ワークシート

小学校高学年②【ワークシート】 を配付

A ： あなたと家族は避難せず家で過ごす
ことにしました。すると、近所の足腰の
悪いお年寄りが雨の中歩いて避難し
ています。

B ： 豊岡市に「警戒レベル4 避難指示」
が発令され避難場所も設置されたた
め、避難することにしました。お隣の
人は避難せず家にいるようです。

小学校高学年
テーマ②

思考力、判断力、表現力
Point：アクティブラーニング

避難判断の体験をとおして、
状況に応じて判断が異なることの
理解を促す。

課題解決学習活動 （疑似体験活動）



学習活動 ppt
発問例と予想される生徒の反応例
発問・指示（●） 予想される反応（・）

指導上の留意点
支援（◆） 評価（☆）

3.助けられる側から
助ける側へ

3-① 「助ける側」になりたいと
思ったことを称賛する

12～
13

● 災害時の状況を考えたなかで「助けた
い」、「手伝いたい」と思った人がいたと思
います。その気持ちは素晴らしいです。

● だけど、小学校高学年のみんな一人だけ
では、災害時に「助ける側」になるのは、ま
だ難しいかもしれません。でも、家族や地
域の大人たちと協力すればできることもあ
ると思います。

☆ 「助ける側になりたい」、「手
伝いたい」という気持ちを評
価する。

3-② 小学生でも「助ける側」
になれることを考える

14 ● また、『災害が起きているとき』に「助ける
側」になることが難しいなら、『災害が起こ
る前の今（平常時）』になら、小学生のみ
んなも「助ける側」になれると思っています。

◆ 災害時ではなく、平常時
（災害の前）の段階なら、小
学生も「助ける側」になれる
こと・期待を示す。

ま と め

4.ふりかえり

4-① ワークシ－ト「問2」へ記入 15 ● 今日の学習の感想を書きましょう。 ◆ 個人意見をワークシートに
記入するように促す。

● ワークシートに書いた結果を発表してください。
・ 一人では助けたくても難しいことがあると
思った。

・ 日頃から、防災・避難を考えるよう、周りのみん
なに教えてあげたい。

☆ 状況に応じてどう行動する
かを考えることができたか。

4-② 授業者からのまとめ 16

17

18～
20

● まずは授業の最初に話したように災害が
起こる前に安全な場所へ避難して自分の
命を守る自助の行動が大切です。

● また、災害時に助けたい気持ちをもってく
れましたが、自分たちだけでは災害時に
助けることは難しくても、まわりの大人と協
力すればできることがあるかもしれません。
そして、災害が起こる前なら小学生のみ
んなにもできることがあるかもしれません。
普段から考え、チャレンジしてみましょう。

● 今日の宿題は小学生であっても、普段か
ら「助ける側」になれることはないかについ
てみんなのアイデアをワークシートに書い
てきてください。

●「水害」の資料で、学習したことを復習しま
しょう。

◆「状況によって避難が異なる」、
「早めの避難が重要」 を最後
に改めておさえる。

◆ 人を助けたいという気持ち
を評価し、災害前であれば
自分たちも助ける側になれ
ることに気付かせ、具体的
に考えさせる。

授業終了

計9分

Point：アクティブラーニング

自分の思ったこと、考えたことをまとめることで、理解が深まる。
レポート活動

人間性

思考力、判断力、表現力等

①
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